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(論文審査の要旨)  











理性能の向上が著しい GPU（Graphics Processing Unit）を用いることで高速化できる。しかし、構






そのうえで提案するキャッシュ機構を 10GbE（10Gbit Ethernet）で遠隔接続された複数個の GPU へ
拡張し、より多くの GPU による分散キャッシュとすることで、単一 GPU のメモリ容量を超える量
のデータにも対応可能にしている。本論文はこれらの提案手法の設計と実装、および、評価結果を
まとめたものである。 
具体的には 1 章では本論文の背景や研究目的を述べ、2 章では関連研究として各種構造型ストレ






つつ、遠隔 GPU への分散キャッシュの拡張を可能にしている。5 章では提案手法を KVS 型に応用
している。ここまでは提案手法を単体の構造型ストレージに適用する方法を述べてきたが、6 章で
は複数種類の構造型ストレージが混在した環境に提案手法を適用するための方策を提示している。
最後に 7 章では本論文によって得られた成果と結論をまとめている。 
以上、要約すると、森島君の博士論文は、いくつかの種類の構造型ストレージを複数個の GPU
を用いて高速化するうえで重要となるいくつかの問題を解決し、その実用化に貢献した点で、工業
上、工学上、寄与するところが少なくない。 
よって、本論文の著者は博士(工学)の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査委員会で試問を行い、当
該学術に関し広く深い学識を有することを確認した。 
また、語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した。 
 
 
